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１ 単元名 説明の工夫を考えながら読もう～花を見つけるてがかり～

２ 子どもと単元
(1) 子どもについて

自分の考えはある，けれども表現の仕方に自信がもてない。伝えたいことがあったはずな
のに表現しているうちに自分でも何を言っているのか分からなくなってしまった。前は発言
するだけで満たされていた子どもたちだが，夏休み明けに行った話合いに関するアンケート
では，「分かりやすく話せるようになりたい」「全員に伝わるように話したい」と答えた子
どもが多かった。意見の伝え方に対する意識が高まっており，よりよい説明の仕方に注目し
て説明文を読む姿が見られるようになってきている。
これまで子どもたちは，解明されていること，定説となっている事柄について読者が理解

しやすいように工夫して書く説明型の説明的文章を学習してきた。６月に学習した「すがた
をかえる大豆」は説明の順序を工夫して書かれた説明文であり，「花を見つける手がかり」
は事実を基に推理や推定を重ねて結論を導く，子どもたちにとって初めての推理型の説明的
文章となる。
「すがたをかえる大豆」の学習では，事例を挙げる順序が筆者の構成の工夫であることを
学習した。「どのように姿を変えているのか」という問いに対して，一見事例を羅列したよ
うに見える文章。「なぜこの順番に説明しているのか」という学習問題で読み進めることに
より，調理から加工という工程の複雑さ順，それ故の変身順になっていることに気付くこと
ができた。子どもたちは，筆者の説明の工夫が生み出す，分かりやすさや期待感を高める効
果を考える学習を通して，初めて書き方の工夫という視点で説明文を読む経験をしている。
既習の教材文と比べながら，説明型の説明的文章との違いに気付き，論理展開の工夫を考え
る姿を期待したい。

(2) 単元について
結論から述べる，可能性を示唆する，選択肢を提示する，相手に投げかける，例示するな

ど，説明文には「分かりやすさ」が詰まっている。これまで学習した説明文で使われる表現
や構成の工夫を，効果とともに再認識すると同時に，説明文を説明の工夫に着目して読むと
いう意識を高める場とする。また，「説得力を増し，分かりやすく論を進める」という意図
で書かれた文章であると意識して説明文を読む活動が，子ども自身の明快な説明力を高める
と考え，本単元を設定した。
「花を見つける手がかり」は，子どもにとって身近なもんしろちょうの生態の謎を解明し

ていく文章であり，それだけで面白く読み進めることができるであろう。科学的な思考過程
を疑似体験できる教材であると同時に，選択肢の提示と，消去法を用いて論を進める構成の
工夫と出会うことができる教材である。「もんしろちょうは何を手がかりにして花を見つけ
るのだろう」という問いに対して，色，形，においの３つの選択肢が提示される。選択肢を
あらかじめ提示する効果を考える学習は，相手意識をもって発信する意識につながると思わ
れる。また，実験の結果から消去法を用いて絞り込む論理の組み立ては実に明快である。「～
とはまだ言えない」「○○と△△に絞られる」「～であるなら～だと言える」という思考を
追体験することで，筋道立てて説明する力を育てることが期待できる単元である。

(3) 指導について
本単元における新たな価値は，説明文には説明型以外の論理の組み立てがあることに気付

き，消去法を用いた推理型の論の進め方を知ることである。
そのために既習の「すがたをかえる大豆」と比較しながら，構成や叙述に着目し，説明の

工夫やその効果を考えながら読む「見方・考え方」を働かせて学習を進める。自ら系統性に
目を向ける習慣が浅いという実態を踏まえて，子どもたちが教材と出会う場では，「お話の
種類でいったらこれまでに学習した何と似ているか」「これまでどのような学習をしたか」
と投げかけることで，ジャンルや既習事項の確認をする。初めて書き方を工夫しているとい
う視点で読んだ「すがたをかえる大豆」と比較して読んだとき，「本教材にはどのような工
夫があるのだろうか」という視点が生まれることが予想できる。
「最初はにおいだと思っていたけれど，やっぱり色が手がかりだと分かった」というよう

に，気付かないうちに納得してしまっている自分に気付かせることで，論の進め方の工夫に
目を向けさせていく。また，「問い」に対してすぐさま提示される「色」「形」「におい」の
３つの予想を提示する工夫に触れた発言を取り上げ，その効果を問う。実験を重ねるごとに
どのように推理し，色という「答え」にたどり着いたのか，何を明らかにするための実験な
のかを読むことで，「そうではない理由」を述べながら消去法を用いて絞り込み，論じるこ
との効果を自分の言葉で表現し，自覚することができるようにする。

３ 単元の目標〈記号は本校の資質・能力表による〉
(1) 推理型の説明に関心をもち，論の進め方の工夫に興味をもって読もうとしている。〈C-65〉
(2) 文末表現に着目し，事実と意見の関係をとらえて，実験の筋道をたどりながら読むこと
ができる。 〈C-17・21・25・26・27・35〉

(3) 消去法を用いた論の進め方の工夫や，文末表現による意味の違いについて理解する。
〈C-19・32〉



４ 単元の構想（総時数９時間）

時 学習活動 教師の主な支援 評価〈本校の資質・能
間 力との関連〉

１ (1) 教材文を読み， ・ 驚きや発見，書きぶりに関 ・ 初読の感想を
初読の感想を交流 わる気付きを生かして今後の もつことができ，
する。 学習を進めることができるよ 進んで伝え合う

うに，グループや全体で感想 ことができてい
を交流しながら自分の初読の る。〈C-21・65〉
感想を伝える場を設定する。

２ (2) 「始め」「中」「終 ・ 段落同士の関係に着目し， ・ 段落に書かれ
わり」の３つに分け 構成をつかむことができるよ てあることを読
る。 うに，「問い」に対する「答 みながら段落相

え」を考えたり，「中」の４ 互の関係を考え，
つの意味段落に小見出しを付 ３つに分けてい
ける活動を設ける。 る。〈C-17・26〉

３ (3) 既習の説明文との ・ これまで学習した並列型の ・ 「中」の段落
類似点や相違点を考 説明文との違いに気付くこと 相互の関係に着
え，学習問題を確認 ができるように「すがたをか 目し，「すがた
する。 える大豆」と比較し，「中」 をかえる大豆」

の段落相互の関係の相違点を との文章展開の
考える活動を設定する。 違いを理解して

いる。〈C-25〉
学習課題
「すがたをかえる大豆」と比べながら「花を見つけ

る手がかり」の説明の工夫を見つけよう。

４ (4) 実験結果と筆者の ・ 文末表現に着目して実験の ・ 推定や理由を
・ 推理を考えて３つ 概要を読むことができるよう 表す文末表現，
５ の実験を読む。 に，中心段落を確かめたり， 「問い」と「答

実験結果と推理の文を確かめ え」に着目し，
たりする。 事実か意見か判

・ 実験と実験の関係をつかむ 断しながら表に
ことができるように，表にま まとめている。
とめながら読む。 〈C-27〉

６ (5) 全文を読み，説明 ・ 既習を生かして工夫を考え ・ 既習を生かし，
・ の工夫を考える。 ることができるように，これ 問題提示や順序
７ まで説明文で使われていた工 を表す言葉など
本 夫を想起するよう促す。 の説明の工夫を
時 見つけている。

〈C-33〉
・ 消去法の，説得力が高まる ・ 消去法による
効果に気付くことができるよ 論の進め方とそ
うに，一つずつ絞り込む書き の効果について
方の効果を考える場を設定す 考えている。
る。 〈C-19・33〉

８ (6) 実験結果と関係付 ・ 「見つける」「見分ける」 ・ 表現の違いに
けて読み，結論の表 「見つけやすい」「見えない」 よる意味の違い
現を吟味する。 「ひかれる」などの言葉の差 を考え，適した

異に着目することができるよ 表現かどうか判
うに，平成７年度版の結論と 断している。
読み比べる活動を設定する。 〈C-35〉

９ (7) 学習をふり返る。 ・ 自分の学びを実感し，積み ・ よさを感じた
重ねていくことができるよう 書き方やその効
に，「ありの行列」を読み， 果に触れながら，
今回学習した説明の工夫を改 学習についてふ
めて自覚できるようにする。 り返りを書いて

いる。 〈C-33〉

せつ明のくふうを見つけよう～すがたをかえる大豆～

きょうみをもったところを中心に，しょうかいしよう「ウナギのなぞを追って」（４年）
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５ 本時の実際 （７／９）
(1) ねらい

筆者の推理の叙述に着目し，消去法を用いた推理型の論理展開の工夫を「対話」を通して
明らかにしていくことで，説得力が高まったり，読み手の興味・関心を高めたりする効果に
ついて理解する。

(2) 展 開 ○：「仲間との対話」を通して新たな価値を創造するための手立て

時間 学習活動 教師の支援 評 価

３分 ① 学習問題を確認する。 ・ 前時に見つけた「問い」の後に３つの
選択肢を挙げる工夫を取り上げ，その３
つの予想について筆者がどのように推理
しているのかを読むことを確認する。

学習問題
始めに３つのこうほを書く工夫には，どんな効果があるだろうか。

22分 ② 「問い」に対する「答え」の候補を ・ 見通しをもてる，興味をもって読める
挙げて書く工夫の効果について話し 以外の，選択肢を最初に挙げる効果に気
合う。 【自分との対話】【仲間との対話】 付くことができるように，「一つ目の実

（予想される子どもの反応） 験で『色でしょうか』と推理したのだか
・ ３つの候補があると，どれが答えなのだ ら残りの２つの実験はなくてもいいので
ろうと興味がわく。 はないか」と投げかける。

・ これから何を確かめる実験をするのか読
み手が見通しをもてる。 ・ 論理展開の工夫に気付くことができる

・ 「色，形，それともにおいか」と候補を ように，推理の叙述に触れた発言を取り
挙げて「これは違う」と説明している。答 上げて板書する。また，推理の叙述を３
えが色だと納得する。 つの選択肢を用いて図示する活動を設定

・ 始めの実験で「色ではないか」と推理し することで，３つの実験でどのように論
たのに，「ちょっと早すぎる」とすぐに自 を進めたのか視覚的にも捉えられるよう
分で言っているじっくり推理している。な にする。
んだか筆者の考えを信じてしまう。

・ 「～かもしれない」と他の可能性を自分 ・ 筆者自ら推理を否定したり，可能性を
で言っている。３つの答えの中で本当はど 一つずつつぶしていく工夫に気付くこと
れなのか考えるから，いきなり「手がかり ができるように，「段々答えが絞られて
は色です。」と言われるより，そうではな いる」「いきなり『色』の答えにいくの
いと言えなくなる。 ではなくて」といった発言を取り上げて，

どこから分かるのか問い返す。

15分 ③ 消去法の効果を話し合う。 ○ 消去法の説得力が高まる効果に気付く
【仲間との対話】 ことができるように，一気に「においと

（予想される子どもの反応） 形は違う」と書いてもいいのに，一つず
・ 実験ごとにこれは違うと消えていくと， つ答えを絞り込んでいく書き方の効果を
手がかりではない理由がよく分かる。 考える場を設定する。

・ 「においではなく，色か形にひかれてい
ると考えられるでしょう。」とにおいが候
補から消えると，もうにおいのことは考え
なくてもいいからすっきりする。

・ 「色」が手がかりだと判断した理由だけ
でなく，他の２つが手がかりではないと判
断した理由も説明すると納得する。つまり
説得力がある。

５分 ④ 今日発見した筆者の工夫について ・ 「対話」を通して明らかになったこと
書くことで，学習をふり返る。 をふり返りに書くことができるように，

【自分との対話】 学習問題に立ち返り，ふり返りの視点を
（予想される子どもの反応） 確かめる。
・ ３つの候補を挙げて，答えに選ばれない
理由を説明されると，やっぱりこれが答え 選択肢を絞り込む消去法が用いられて
なんだと納得する。一つずつ答えが絞り込 いることに気付き，説得力が高まったり
まれていくのも分かりやすい。 読み手の関心を高めたりする効果につい

て，説明したりノートにまとめたりして
いる。 〈C-19・33〉（発言・ノート）



(3) 「仲間との対話」を通して新たな価値を創造する子どもの姿

《学習活動②において》
・ 筆者の推理が段階的に行われていることに気付いてはいるが，消去

子どもの姿 法が用いられている工夫の共通理解には至っていない。また，消去法
を用いることの効果までは考えていない。

目指す ・ 選択肢から消える理由を説明しながら答えを絞り込んでいく消去
子どもの姿 法を用いて論を進めていることを理解している。また，その工夫に

よる説得力が増す効果について理解している。

【教師の手立て】
・ 「残りの選択肢は何か」だけではなく，「何が選択肢から外れたの
か」も実験で明らかになったと気付くことができるように，実験２
と３は何を確かめる実験なのか問う。

・ 選択肢を提示し，消去する理由を述べつつ論を進めているのが「花
を見つける手がかり」に用いられている論の進め方の工夫である。
筆者の推理を関係付けて論の進め方をとらえることができるように，
推理の過程を叙述に即して読む。
「そう決めてしまうのは，ちょっと早すぎます。」
「色か，においか，―そこのところをたしかめるには，別の実験を
しなければなりません。」
「ですから，もんしろちょうは，においではなく，花の色か形にひ
かれていると考えられるでしょう。」

「色だけが，ちょうをひきつけているということになるでしょう。」
という筆者の推理の過程を読むことで，色以外の選択肢が消去され，
色が残るという論の進め方に気付くことができるようにする。

・ 「一気に答えが『色』だと言うのではなくて」「段々答えを絞って
いく」といった発言を取り上げて，「問い」から「答え」にたどり着
くまでの筆者の推理の叙述に戻り，実験を進める中で３つの選択肢
がどのように変化したのか図示する活動を設定する。

・ 手がかりではない理由を一つずつ説明することで，色だけが花を
見つける手がかりだとよく分かる。次の実験が必要なわけもよく分
かる。

・ 始めに「色，形，におい」と答えの候補を書いて，一つずつ絞ら
れていくとやっぱり「色」なんだと思える。

・ もし，いきなり「花を見つける手がかりは色だ」と言われると，
本当にそうなのかなと思ってしまう。形やにおいではないという説
明がやはり必要。

・ ぼくは最初，においが手がかりだと思っていたけれど，造花の実
験でにおいではないということがはっきり分かった。

・ においではない理由，形ではない理由の説明が，色だけが手がか
りだと強調している。色が手がかりだとだけ言われるより説得力が
増す。

【協働して追究する「問い」】

「においと形は違う」と一気に説明するのではなく，一つずつ答

えを絞り込む書き方にはどんな効果があるのだろうか。仲間との対話

【本学習活動で
働かせる「見方
・考え方」】

推理の叙述に
着目し，３つの
選択肢を絞り込
んでいく筆者の
論の進め方をと
らえ，消去法の
工夫と効果を考
える。


